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北の丸公園周辺地域構想 

Ⅰ．経緯 

１ ～「風格あるまち千代田」の実現を目指して～ 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会（以下、東京 2020 大会※と

表記します）を契機として、千代田区では、「風格あるまち」の実現を目指すことと

しました。 

皇居周辺の環境整備、とりわけ、「北の丸公園周辺地域」は、区が主体的に整備で

きる施設に囲まれています。施設の整備、利用を千代田区が先導して進め、併せてマ

ネジメントも含めたハード、ソフト両面で「オリンピックレガシー」の創造を図りま

す。 

２ 検討の方向 

● 千代田区が整備を進めるにあたり、豊かな自然環境、時代を重ねた歴史的な景観、

潤いのある水辺空間など、この地域の魅力を踏まえた取組みをすすめます。 

● この地域は、区民、ボランティアの方々、道路や公園等公的施設の管理者、また、

観光客・来街者など多様な人々が関わっています。そうした方々のご意見を頂き、

検討を進めます。 

３ 検討の枠組みについて 

（１）地域委員会委員構成 

北の丸公園周辺地域の公共空間整備に係る検討は、平成28年度より以下のとおり、

「北の丸公園周辺地域委員会」で行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域委員会委員構成 

表 地域委員会委員                             

区分 所属 ・ 役職 氏名 

学
識
経
験
者 

千代田区参与・公益財団法人都市づくりパブリックデザイ

ンセンター顧問 
小澤 一郎 

東京大学名誉教授・前文化庁長官 青柳 正規 

日本大学理工学部まちづくり工学科 准教授 阿部 貴弘 

地
域
・
団
体
・
企
業
等 

富士見地区町会連合会 会長 向笠 滋 

さくら美守り隊 窪田 憲子 

公益財団法人日本科学技術振興財団 理事 新元 一弘 

一般財団法人 国民公園協会 専務理事 伊藤 哲夫 

千代田区商工振興連絡調整会議 木下 彩 

一般社団法人おもてなしランナー協会 桃園 貴美子 

株式会社ジェイティービー 

観光戦略室観光立国推進担当マネージャー 
山下 真輝 

新産業文化創出研究所長 廣常 啓一 

NPO法人リーヴ・ウィズ・ドリーム 理事長 金子 久美子 

行 
 

政 

国 

国土交通省 関東運輸局観光部観光地域振興課長 岡村 清二 

環境省 皇居外苑管理事務所長 松本 俊男 

宮内庁 管理部管理課長 石原 秀樹 

都 第一建設事務所長 新谷 景一 

警察 麹町警察署長 衣川 淳一 

千
代
田
区 

地域振興部長・オリンピック・パラリンピック担当部長 立川 資久 

文化スポーツ担当部長 河合 芳則 

環境まちづくり部長 細越 正明 

まちづくり担当部長 坂田 融朗 

 

（３）検討の経過及び今後の予定 

表 地域委員会での検討内容 

回（開催日） 内容 
第１回目委員会 
（平成 28年 10月 20日） 

○ 北の丸公園周辺の位置づけ等を 4点の視点で説明しました。 

○ 各委員のこれまでの活動や地域に対する考えを頂きました。 

第２回目委員会 
（平成 28年 12月 20日） 

○ ビデオで地域の現状を案内し、各委員に意見を頂きました。 

○ 地域の現状を特性や利用者等によるゾーンに分けて説明しま

した。 

○ 各委員に東京 2020 大会※時及び開催後においてどのような

ことが必要なのかについて考えを頂きました。 

第３回目委員会 

（平成 29年 2月 21日） 

〇基本構想（素案）を提示しました。 

パブリックコメント 〇４月予定 

第４回目委員会 〇基本構想（案）の了承 

北の丸公園周辺地域委員会（平成２８年） 

【目  的】 東京 2020 大会※の開催等を踏まえた皇居周辺整備、とりわけ北の丸公園
周辺の公共空間がより安全で快適な空間になることを、オリンピック以降の
レガシー形成も考慮しながら検討し、整備等につなげるため、関係管理者等
で検討する場を設けます。 

【検討内容】 北の丸公園周辺の公共空間のあり方として、東京 2020 大会※までに整備
を目標とするものと、同大会以降、レガシー形成のためのデザインコンセプ
トといった 2つの時間軸で検討します。 

 

【目  的】 まちの賑わい創出や地域の活性化を図る上で、道路等の公共空間は大変貴
重な空間であるため、その有効活用を図っていくことは、区全体の課題とな
っています。 

【これまでの委員会】 

平成 20年度～ 

秋葉原地域委員会 

平成 23～25年度 

皇居周辺地域委員会 

平成 28年度～ 

新たな検討組織が必要 

公共空間活用検討会（平成 23年 12月設置） 

平成 28年 10月 20日現在 
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北の丸公園周辺地域構想 

Ⅱ．地域の現況と特性 

１ 現況 

（１）地域の範囲 

北の丸公園を囲む靖国通り、千鳥ケ淵緑道、代官町通り、内堀通りとその沿道を範

囲とします。 

【道路の特色】 

①  靖国通り   ： 九段坂の歴史性を尊重し、濠を望む通り（都道） 

②  千鳥ケ淵緑道 ： お濠を望む、「さくら」と「四季の花」の道（区道） 

③ 代官町通り  ： 通り西側の皇居と代官町通り土手の緑に覆われた静かな空間と

東の竹橋側の濠を望む変化に富む通り（区道） 

④ 内堀通り  ： 濠の水辺に近く、石垣が連続する景観を望む通り（都道） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）管理の現状 

１）公共施設の管理者 

「九段坂公園」、「旧麹町消防署九段出張所跡」、「千鳥ケ淵緑道」、「代官町通り」な

ど、区が主体的に整備できる部分が多いです。国、都の管理範囲が接しており、連携

が求められます。 

図 公園施設管理者の現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）近隣の施設等の状況 

近隣には、歴史的建造物や文化施設、スポーツ施設、その他の公共施設が存在しま

す。また、管理者は、多岐に渡ります。 

図 公共建築の配置と管理者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 北の丸公園周辺地区検討対象区域図 

靖国神社 

北の丸公園 

皇居 
東御苑 

北の丸公園周辺
対象区域 

千鳥ケ淵 

北の丸公園周辺管理者区分図

千代田区

東京都

国（環境省）

国（その他）

宮内庁

財務省

厚生
労働省

農林
水産省等

財務省

首都高

※１ 区立九段坂公園は国有地（財務省所管）
※２ 千代田会館は民間との区分所有
※３ 北の丸公園内の一部施設はその他省庁所管あり（文化庁、警察庁等）

田安門前歩道橋

みたけ橋
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北の丸公園周辺地域構想 

２ 北の丸公園周辺地域の特性 

（１）上位・関連計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

□本地域における国、都、区による主な上位・関連計画 

 

●皇居周辺道路景観整備計画（平成元年 6月、国） 

・皇居周辺にふさわしい装いを持った道路景観を作り出してい

くための整備構想及び事業計画 

 

●千鳥ケ淵環境再生プラン（平成 25年 4月、国） 

・千鳥ケ淵の水質改善とともに、生物、景観、利用など様々な

観点から千鳥ケ淵の目指すべき将来像とその道筋を示した

環境改善に関する構想 

 

●「国内外旅行者のためのわかりやすい案内サイン標準化 

指針」（平成 20年 2月、平成 27年 2月改正、都） 

・外国人旅行者や障害者、高齢者等の方々が安心してまち歩き

を楽しめるよう、わかりやすい案内サインの普及を図るため

策定 

・観光庁が策定した「観光立国実現に向けた多言語対応の改

善・強化のためのガイドライン」等を踏まえ、平成 27年 2

月に改定 

 

●区の花さくら再生計画（平成 16年 3月、区） 

・区内の桜を守り、次世代に引き継ぐため、エリア別の今後の

再生指針を示した計画 

【皇居北縁部周辺（代官町通り）整備指針】 

・さくら根系の確保といや地現象の解消 

 

●「公共サインデザインマニュアル」（平成 28年 3月、区） 

●「サインガイドライン」（平成 28年 3月、区） 

・区内に設置されている各種案内表示等（サイン）を計画的に

整備していくための「公共サインデザインマニュアル」と、

区内民間事業者等が今後サインを整備する際に参考として

もらう「サインガイドライン」を策定 

図 上位・関連計画で位置づける北の丸公園周辺の将来のまちづくりの方向性 

 

上位・関連計画の種類 

共通するまちづくりの 

視点・キーワード 

景観形成に 
関する計画 

環境保全・改善に 
関する計画 

基盤（道路・歩道・自転車ネット
ワーク等）整備に関する計画 

わかりやすいサインに 
関する計画 

●地域の歴史や自然の資源を活かした 
風格あるまちづくり 

●歩行者・自転車による移動の円滑化、回遊性の向上 

 北の丸公園周辺地域に係る主な上位計画における、まちづ

くりの視点は、「地域の歴史や自然の資源を活かした風格ある

まちづくり」と「歩行者・自転車による移動の円滑化、回遊

性の向上」の２つとなります。 
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北の丸公園周辺地域構想 

 

靖国通り（Ｓ２完成） 
坂の勾配を緩やかに改修 

 

大正時代 江戸時代 明治時代 昭和 平成（現代） 

靖

国

通

り 

 ●神田祭の祭礼ルート 

神田明神～田安門～ 

上覧場（現乾門付近） 

～竹橋 

地
区
周
辺 

1869 Ｍ2 

●東京招魂社建立 
1921 Ｔ10 

●第一鳥居建立 
 

1871 Ｍ４ 

●常燈明台建立 
九段偕行社敷地内 

移設 

1887 Ｍ20 

●第二鳥居建立 

靖
国
神
社 

1919 Ｔ８ 

●大山巌像建立 
参謀本部・陸軍省（現国会庭園） 

1879 Ｍ12 

●靖国神社に改称 

内
堀
（牛
ヶ
淵
・
千
鳥
ケ
淵
）沿
い 

路面電車（内堀沿い走行） 九
段
坂
公
園 

1948 S23 

●大山巌像移設 

廃止 

北の丸公園 

代
官
町
通
り
周
辺 

北
の
丸
公
園 

●山王祭の祭礼ルート 

 

現存 

●御三卿屋敷 
田安家・清水家 

1943 Ｓ18 

撤去 

撤去 
移設 

1930 S5 

●常燈明台移設 

1907 Ｍ40 

●品川弥二郎像建立 
1903 Ｍ36 

●川上操六像建立 

1874 Ｍ7 

●近衛師団兵営建設 

1999 H11 

●昭和館建設 

1943 Ｓ18 

   撤去 
1636頃 

●田安門建造 
1658 

●清水門建造 

堀
端
崩
落 

1947 Ｓ22 

（●第一鳥居再建） 

●江戸城北の丸 

火除地 
 

 

明
治
維
新
（
１
８
６
８
・
Ｍ
元
年
） 

1903 Ｍ36 

●北白川宮能久親王像建立 

1981 S56 

●吉田茂像建立 

路面電車（通り中央走行） 

九段坂公園周辺

で現存する 

歴史・文化資源 

1910 Ｍ43 

●旧近衛師団司令部庁舎 

1934 S9 

●旧軍人会館 

1964 S39 

●日本武道館建設 

1969 S44 

●東京国立近代美術館建設 

1971 S46 

●国立公文書館建設 

再

建 

「
美
観
地
区
皇
居
周
辺
地
区
」
東
京
都
市
計
画
（
Ｓ
２
） 

現位置

に移設 

 

1977 S52 

●東京国立近代美術館工芸館として再生 

現存 

現存 

現存 

現存 

 

関
東
大
震
災
（
１
９
２
３
・
Ｔ
１
２
） 

 

終
戦
（
１
９
４
５
年
・
Ｓ
２
０
） 

設置年不明 

●高射砲台建設 

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
１
９
６
４
年
・
Ｓ
３
９
）
９
） 

1961 

●重文指定 

（２）歴史・文化資源の変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田安門 

日本武道館 

図 本地域における現在の歴史・文化資源の分布状況 

【江戸時代の上覧所】 
○山王祭・神田祭の祭礼ルートであり、

多くの人で賑わいました 

○上覧場は将軍家に拝謁する場でした 

□靖国通りの断面変遷について（大正 15年～昭和 2年） 

 

1865年（安政 3年） 1907年（明治 40年） 2004年（平成 16年） 

図 歴史及び土地利用の変遷 

1950 S25 

●千鳥ケ淵ボート場開設 

1901 

●代官町通り整備 

1967みたけ橋横断歩道橋整備 

常燈明台 大山巌像 

赤字は歴史・文化資源 

【俎橋】 

○俎橋と堀留の間の西

岸には俎河岸が存在

し、物資の荷揚げが行

われました 

1969 田安門前横断歩道橋整備 

 北の丸公園周辺地域の歴史・文化資源は、江戸城の遺構を骨格に、明治・大正・昭和

に建造された建物、施設等が現在まで多く残されています。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%99%B8%E8%BB%8D%E7%9C%81
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（３）景観（眺望等）の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 北の丸公園周辺地域の地形は、西側の麹町台地と千鳥ケ淵を隔てて田安台地があり、

東側は日比谷低地が広がっています。主な景観的な要素としては、江戸城の遺構であ

るお濠と桜並木が特徴といえます。 

 

□地形 

武蔵野台地の東端に位置し、九段坂上からはかつて地形に起因する眺望（遠景）が得ら

れました。 
 

～ 0

～ 5

～ 10

～ 15
～ 16

～ 17

～ 18

～ 19

～ 20
～ 21

～ 22

～ 23

～ 24

～ 25
～ 26

～ 27

～ 28

～ 29

～ 30
30 ～

凡例(標高、 m単位）

九段坂 

基盤地図情報 数値標高モデル（国土地理院）より 

図 現在の地形の状況 

□眺望景観の変遷 

【江戸～明治】近景・中景・遠景 【現代】近景が主＋スポット的な中景 

・九段坂上からは、近景となる壕や靖国神

社の鳥居、遠くは富士山、東京湾・房総

丘陵までの眺望が得られました。 

・近景となる壕や鳥居など、景観資源自体

は昔から変わらないが、樹木や建造物など

に視界を遮られるため、眺望スポットは限

られています。 

・遠景は、周辺市街地の高層化に伴い、現

在では失われている。代わりに、スカイツ

リーや東京タワーなど東京のランドマーク

が視認できます。 

眺望範囲 眺望範囲 

〇地区の地形  

・徳川家康が江戸に入る前の北の丸周辺

地区の地形は、番町地区の沢筋が集ま

り、蓮池濠を経て日比谷入江に流れこ

む地形でした。 

・その後、この川は代官町で堰き止めら

れ、田安の台地と吹上の台地をつなぐ

ことで千鳥ケ淵と下流に蓮池濠が誕

生し、竹橋から吹上を通り半蔵門へ抜

ける下町日本橋と山手麹町を結ぶ幹

線道路が作られ諸人の道筋となりま

した。 

・千鳥ケ淵の水位は、番町地区の三つの

谷が集まる五味坂のレベルに合わせ

て、田安門土橋下から牛ヶ淵へ落ちる

ようになっています。 

図 本地域周辺の眺望スポット 

千鳥ケ淵の景観 

牛ヶ淵の景観 
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（４）歩行環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 北の丸公園周辺地域の歩行環境は、外周部の靖国通り及び内堀通り、代官町通りの歩

道、千鳥ケ淵緑道により一周のネットワークが形成されています。 

 靖国通りと代官町通りは、東京メトロ地下鉄駅の九段下と竹橋から北の丸公園に向け

て、一部、坂や段差が存在します。 

 北の丸公園周辺の歩行空間には、総合案内板、史跡案内板、方向案内板が設置されて

います。 

 

①案内板 ②史跡案内板[東京都] 

③「千鳥ケ淵さんぽみち」[環境省] ④千鳥ケ淵緑道 

⑤石積みのオブジェ＋名称版 ⑥千鳥ケ淵緑道内の公共トイレ[区] 

⑦広幅員道路にかかる、みたけ橋の歩道橋 ⑧田安門前歩道橋足元（南側）の状況 

⑨代官町通りの状況 ⑩田安門前歩道橋付近歩道（北側）の状況 

図 本地域における歩行環境 
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Ⅲ．ゾーン別地域特性とまちづくりに関する意見集約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

□ゾーン毎の特性 

ゾーン名 ゾーンの特性 

九段坂 

周辺ゾーン 

 

・田安門から早稲田通りに抜ける江戸五門の一つです。 

・東京 2020大会※の会場の一つである日本武道館への入口です。 

・九段坂上は、古より東京湾の眺望、観月の名所、現在はお濠と千鳥ケ淵緑道等の

桜を望む絶好の眺望ポイントです。 

・九段坂公園は、北の丸公園、千鳥ケ淵緑道の入口を結ぶ場所にあり、歴史的建造

物である靖国神社の常燈明台や、明治期の偉人である品川弥二郎や大山巌の銅

像が立地しています。 

千鳥ケ淵緑道 

周辺ゾーン 

・千鳥ケ淵緑道は、水と緑豊かで旧江戸城城郭の変化を楽しみながら歩ける遊歩道

です。また、全国でも有数の桜の名所となっており、お花見には 100万人が訪

れます。 

・千鳥ケ淵ボート場があるなど水辺利用ができます。 

・靖国神社と千鳥ケ淵戦没者墓苑を結ぶ場所です。 

代官町通り 

周辺ゾーン 

・北の丸地区と皇居周辺地区の結節点に位置しています。 

・竹橋から乾門前までの東側は、パブリックな北の丸公園とセミパブリックな東御

苑の入口前にあり、北の丸公園側の沿道は国立近代美術館等が立地する国を代

表するような重要な場所です。 

・西側は、皇居と代官町通り土手に囲まれた静かな空間で、代官町通り土手は、広

い空とお濠と北の丸周辺の眺望が広がる絶好の散策路です。 

・南側歩道は、皇居周辺のランニングコース（左回り）となっています。 

牛ヶ淵・清水濠 

周辺ゾーン 

・牛ヶ淵沿いは、お濠に直接建物敷地が接する場所となっています。 

・清水濠沿いは、内堀通りに面しお濠沿いの景観を楽しみながら歩ける場所です。 

・中間点には、北の丸公園の入口ともなる重要文化財清水門があり、清水門は雁木

坂など江戸城跡の中でも江戸時代の当時の様子を見られる重要な場所です。 

・区役所をはじめとする官公庁の建物が並んでいます。 

 

 

□地域全体の特性 

〇地域の位置づけ……皇居・北の丸エリアは、国レベルの施設が集ま

る首都東京・日本の顔であり、国民全体の財産と

いえるエリアです。 

〇立地特性……………江戸城は、大河川の水害を避け、東京湾ににら

みを効かせる「武蔵野台地の先端」に築き（右

図）、台地には家臣の武家屋敷を配置し、低地

は干陸化し江戸市中とした。これが、「大きな

坂道がある」、「街の雰囲気が台地の上・下で

異なる」という本地区の特質となっています。 

〇歴史・文化などの資産……江戸城の城郭史跡はもとより、明治～昭和に至る様々な時代の資産等が存在し

全国から、史跡観光だけでなく、様々な目的で多様な世代が訪れます。 

〇景観…………………「城郭と豊かな緑」「桜と史跡」「靖国神社の大鳥居」など、歴史と自然が調

和する「日本的かつダイナミックな景観」を特徴とします。 

〇交通…………………地下鉄３駅や市ヶ谷駅、飯田橋駅など公共交通のアクセスに恵まれます。 

 

科学技術館 

靖国通り 

飯田橋駅から 

九段下駅 

靖国神社 

日本武道館 

九段会館 

千鳥ケ淵緑道 

北の丸公園 

昭和館 
田安門前 

牛
ヶ
淵 

早
稲
田
通
り 

田安門 

市ヶ谷駅から 

内
堀
通
り 千

鳥
ケ
淵 

千鳥ケ淵戦没者墓苑 

国立近代美術館 
工芸館 

半蔵門駅から 首都高速代官町料金所 

高射砲台跡 

代官町通り 皇 居 

ボート乗り場 

竹橋駅 

内堀通り 

清
水
濠 

清水門 

千代田区観光協会 

千代田区役所 

東御苑 

東京国立近代美術館 

国立公文書館 

乾門 

北桔橋門 

九段坂周辺ゾーン 

千鳥ケ淵緑道 
周辺ゾーン 

牛ヶ淵・清水濠 
周辺ゾーン 

九段坂公園計画地 

代官町通り周辺ゾーン 

□意見の集約 

① 区民にとって身近な存在である「北の丸公園周辺地域」が持つ歴史性や文化性、豊かな自然
を再確認するとともに、魅力を「見える」ようにしていきます。 

② 「北の丸公園周辺地域」が持つ魅力を、区民、在勤・来街者、施設の管理者が共有します。 

③ 施設整備を進めるにあたり、関係する公共施設管理者との協議を行い、このエリアにしかな
い魅力を十分に生かし、近接する日本の象徴的な空間である皇居等を含めた空間としての「北
の丸公園周辺地域」を活かして行きます。 

図 北の丸公園周辺地域 ゾーン区分 

みたけ橋 
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北の丸公園周辺地域構想 

Ⅳ．地域のまちづくりのあり方 

１ コンセプト 

（１）北の丸公園周辺地域のまちづくりコンセプト 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）まちづくりの基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ゾーン別のまちづくり方針 

表 まちづくり方針 

ゾーン名 九段坂公園 

周辺ゾーン 

千鳥ケ淵緑道 

周辺ゾーン 

代官町通り 

周辺ゾーン 

牛ヶ淵・清水濠 

周辺ゾーン 

まちづくりの

テーマ 九段坂と歴史体験 
千鳥ケ淵の 
さくらと親水 

森と文化体験 
お濠の自然と風景

観賞 

まちづくりの

方向性 
○江戸時代からの
名所九段坂を北
側のアクセス・交
流拠点とします 

○地形に由来する
高台から牛ケ淵
や千鳥ケ淵の眺
望を楽しめる場
所とします 

○昭和館、田安門、
靖国神社、九段坂
公園内の常燈明
台や銅像等を通
じてこの地域に
重なる歴史を体
験できるように
します 

○お濠に沿うさく
らの名所として
の千鳥ケ淵の景
観を守ります 

○お花見やさくら
の保全活動を通
じた日本文化を
発信します 

○千鳥ケ淵緑道の
散策やボート遊
び等、水とふれあ
い、お濠の水面か
らしか味わえな
い体験を継承し
ます 

○皇居の森、北の丸
公園の森に囲ま
れた風格のある
空間とします 

○東京国立近代美
術館、国立公文書
館、科学技術館等
を通じて、近代か
ら現代にいたる
文化体験を継承
します 

○南側の歩道は、
「皇居ランニン
グコース」となっ
ており、歩行者と
の通行区分しま
す 

○牛ヶ淵と清水濠
の２つのお濠の
水面近くを歩け
る空間とします 

○水辺の歩行空間
から北の丸の森
の中に清水門、武
道館の屋根の眺
望を残します 

○お濠に面した建
物敷地での水辺
を 活 か し た 生
活・にぎわい空間
とします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 世界に誇れる風格のあるまち「北の丸」 ～ 

〇 江戸の歴史、文化、豊かな自然環境が織りなす美しい都市に、訪れ、暮

らす、すべての人々が癒される、おもてなしのあるまち 

〇 地域の文化・魅力を知り、伝え、広げ、共有をしていくまち 

□ 江戸時代から明治、大正、昭和、平成と受け継がれた歴史、自然に培わ

れた地域の文化、魅力を守り、さらに育てます 

① 史跡、文化財その他の歴史的な資源を保全・活用します 

② お濠の水辺や北の丸公園の森などの自然環境を保全します 

③ この地に積み重ねられてきた現在の姿を守り、さらに育てます 

④ 保全した資源は、地域の魅力として体験・学習等に活用しながら後世に継承します 

⑤ 次の世代へ繋がる魅力の向上に取組みます 

□ それぞれの立場や障害の有無、価値観や文化の違いを受け入れ、誰もが

安全・安心で快適に地域の魅力を享受できるようにします 

① 関係者の協働による「おもてなし」を推進します 

② 関係者のそれぞれの立場でのマナー（行儀作法）を向上させます 

③ 周辺地域及び地域内での歩行空間の連続性の確保と移動の円滑化をすすめます 

④ 多様な活動を支援するサービス機能を充実します 

⑤ 適切な情報提供及び案内を充実させます 

□ 皇居周辺地域の北に位置し、賑わいのある生活空間や社会活動空間とし

て地域の人たちが参加するまちづくりを進めて行きます 

① 地域の方々とともに、北の丸公園周辺の公共施設の維持管理及び利活用について考

えて行きます。 

② 立地する各施設のそれぞれの活動を尊重し、また、連携します。 

 

靖国神社 

千鳥ケ淵緑道 
北の丸公園 

九段坂公園 

千鳥ケ淵戦没者墓苑 

代官町通り 

内堀通り 

清
水
濠 

千代田区役所 

 

千代田区観光協会 

清水門 

竹橋駅 
東京国立近代美術館 

国立公文書館 

東御苑 

内堀通り 

靖国通り 
九段下駅 

国立近代美術館
工芸館 

日本武道館 

日本武道館 

・2 度のオリンピック

会場としての東京

2020 大会＊のレ

ガシー 

・武道大会、武道普及

活動を通じた日本

文化体験 

・各種イベント開催を

通じた日本文化体

験 

 

※東京 2020 大会＊

では、「柔道」、「空

手」競技会場予定 

図 北の丸公園周辺地域 

科学技術館 
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２ 目指すべき姿を実現するための方策 

（１）江戸時代から明治、大正、昭和、平成と受け継がれた歴史、自然に培われた地域の

文化、魅力を守り、さらに育てます 

① 史跡、文化財その他の歴史的な資源を保全・活用します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② お濠の水辺や北の丸公園の森などの自然環境を保全します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇 歴史的・文化的な価値を有し、地域で広く親しまれている建造物などは、地域の景

観保全という観点を加えて、その建築物の個性を活かしつつ魅力を引き出すような

整備を検討します。 

〇 歴史的な価値を有する構造物、銅像等は、現在そこに存在するという歴史的な事実、

経緯を尊重してできる限り保全に努めます。また、保護や保全だけでなく、その歴

史的な価値や意義が理解できるような方策を施し、魅力アップや学習の手助け等に

なるよう努めます。 

〇 皇居周辺は、都市内に残る貴重な自然環境・財産です。この認識を地域で共有し

保全に努めます。 

〇 特に、皇居の森から北の丸公園の森につづく生物の生息環境の連続性の確保に努

めます。また、お濠沿いは都市内に残る貴重な水辺の生き物の生息環境として水

質の改善及び維持に協力していきます。 

国立近代美術館工芸館 

（北の丸公園） 
九段会館（旧軍人会館） 

高射砲台跡 

（代官町通り土手） 

靖国神社常燈明台 

（九段坂公園） 

陸軍大将大山巌像 

（九段坂公園） 

※九段坂公園内の常燈明台や銅像等の説明板等の設置、代官町通り沿いの旧高射砲台跡などの

周知を図ります。 

水質改善のために一時的にお濠の水

を抜く“かいぼり”の様子 

（千鳥ケ淵、九段坂公園前） 

水質改善が進んでいる証のひとつとなる 

“水生植物” 

（清水濠まちかど庭園前） 

みどりが連続する歩行空間 

（代官町通り・代官町通り土手） 

お濠の水辺を中心とした生物環境再生のイメージ 

（千鳥ケ淵環境再生プラン／環境省より） 

※北の丸公園の自然環境保全、お濠の水面、水質改善及び維持（様々な方策）を図ります。 
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③ この地に積み重ねられてきた現在の姿を守り、さらに育てます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇 視点場等の確保に努め、眺めを楽しめるような、豊かで多様な水辺、緑地を維持・

保全していきます。 

〇 史跡、文化財及びその他の歴史的な景観資源の周辺では、これらの歴史的な景観

を阻害せず、美観を向上させるような施設整備を推進します。 

美観に配慮した舗装や柵の整備事例 

（内堀通り／東京都） 

美観に配慮した舗装や柵の整備事例 

（靖国通り／東京都、柵は環境省） 

〇 明治以降、北の丸公園周辺にて桜が植栽されてきました。現在、都内有数の桜の名

所としての評価は、各管理者が共有する地域の資源です。既存樹木の適切な管理を

行い、新たな公共施設等の整備に際しても、名所を意識した緑化推進等を図ります。

また、地域全体で多様な桜を用いることで少しでも長い期間にわたり“さくら”を

楽しめる空間づくりに努めます。 

消防署跡地からの眺め 清水門 

千鳥ケ淵のさくら 

（九段坂公園付近） 

さくらを楽しむ人々 

さくらの健全な生育に配慮した緑化空間の改修 
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④ 保全した資源は地域の魅力として、体験・学習等に活用しながら後世に継承し

ます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇 歴史的な景観資源のライトアップ、生き物の生息環境に配慮した減灯など、その

場所の特性を考慮した夜間の照明環境の創出に努めます。 

竹橋のライトアップ 

（代官町通り／千代田区） 
靖国神社常燈明台が際立つ照明の検討 

（九段坂公園／千代田区） 

■ホタル保護のための牛ヶ淵地域ルール（抜粋） 
〇屋外照明 

新しく照明を設置する場合は、設置場所、照射方向、光の量、及びそれらに関わる照明器具

構造を工夫し、濠の水面・石垣を可能な限り照らさないようにします。また、ヘイケボタルに

とって比較的影響の小さい橙色系の光源などが望ましいため、色調についても工夫をします。  

すでに設置した照明については、光量の調節、かさの活用、必要性の低い場所の消灯などに

より、濠と石垣への光を押さえる工夫をします。 

〇参加者 

   ㈱千代田会館／環境省皇居外苑管理事務所／旧九段会館（一般財団法人 日本遺族会）／国

家公務員共済組合連合会 九段坂病院／昭和館／千代田区 

生き物の生息環境に配慮した照明環境のための「ホタル保護のための牛ヶ淵地域ルール」 

〇 水辺のアクテビィティを充実するための方策を検討します。 

〇 景観的な資源を守りつつ、“水と森ある景色”を楽しめるようにお濠沿いに歩行者

空間等を配置するなど、水辺の眺望が楽しめるような取組みを進めます。 

建替えに合わせた水辺の歩行空間整備 

（かがやきプラザ／千代田区） 
建物の屋上を活用した展望施設 

（千鳥ケ淵ボート場／千代田区） 

千鳥ケ淵ボート場 散策で水辺の景色を楽しむ 
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⑤ 次の世代へ繋がる魅力の向上に取組みます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注：北の丸公園周辺での連携を図るべき施設の候補として、「千代田区役所」、「かがやきプラザ」、

「九段生涯学習館」、「千鳥ケ淵戦没者墓苑」等があります。 

（２）それぞれの立場や障害の有無、価値観や文化の違いを受け入れ、誰もが安全・安心

で快適に地域の魅力を享受できるようにします 

① 関係者の協働による「おもてなし」を推進します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然解説板（北の丸公園） 

昭和館 

日本武道館 
科学技術館 

国立近代美術館 国立公文書館 国立近代美術館 工芸館 

九段会館 

靖国神社 

〇 周辺公共施設等においては、特に「体験」や「学習」のための展示やイベントの

開催を積極的に進めます。イベント開催時においては、施設間の連携や集約化を

図る等して地域の魅力向上に努めます。 
〇 地域住民及び周辺で活動する各種団体（ボランティア団体、NPO法人、企業等）

の「おもてなし」教育を推進するとともに、その活動を広げます。 

〇 日本語での意思疎通が困難な海外からの来訪者等に対して図記号等を用いたアイ

テムを利用した支援活動や清潔な環境を維持する各種の活動を支援します。 

図記号等を用いた意思 

疎通を助けるアイテムの例 

さくらまつりの期間中美化活動 

を推進する「さくら美守り隊」 
千鳥ケ淵周辺で活動する自主的

な清掃活動ボランティア 

おもてなしランナー育成プログラムの 

ちらし（おもてなしランナー協会） 

おもてなしランナーによる 

「道案内・各種スポット案内」 

おもてなしランナーによる 

「地域貢献・社会貢献」 
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② 関係者のそれぞれの立場でのマナー（行儀作法）を向上させます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 周辺地域及び地域内での歩行空間の連続性の確保と移動円滑化をします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 地域内にある全ての交差点や主要な歩行者空間とたまりの広場における移動、バ

リアフリー化を推進します。 

田安門前横断歩道橋 みたけ橋横断歩道橋 

〇 ランナー、歩行者、観光客が共存できるよう今後も、マナー向上の取組みを推進

します。 

〇 一方で、基盤整備等による歩道環境の改善に併せた更なるマナー向上やランナー

誘導等についても再検討していきます。 

〇 利用者マナーの向上による快適な歩行環境の維持に努めます。 

「皇居周辺歩道利用マナー」 

〇 駅から主要施設までのアクセス、歩行の移動円滑化を図ります。 

〇 公共交通利用を促進することと併せ、既設駐車場所の有効活用のための案内シス

テムや、周辺空地の有効活用等の検討を進めます。 

〇 自転車利用の促進のために自転車駐車場の配置や、コミュニティサイクルの利便

性の向上を推進します。 

コミュニティサイクル（ちよくる）ポート 

電動車いす等の貸出 ベロタクシーなどの多様なモビリティの提供 

「皇居周辺歩道利用マナー」促

進のためのサイン等の整備 
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④ 多様な活動を支援するサービス機能を充実します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 適切な情報提供及び案内を充実させます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 設置目的や多様な来訪者に合わせた案内のユニバーサルデザイン化を進めます。 

駅における鉄道事業者の案内所 

（東京メトロ 上野駅） 

タッチパネル式のデジタルサイネージ 

（東京メトロ 上野駅） 

タッチパネル式のデジタルサイネージ 

（都立上野恩賜公園内） 

タッチパネル式のデジタルサイネージ 

は夜間の視認性も高い 

〇 散策マップなどの充実とともに、各施設案内やＰＲ資料等の相互配置等、新たな

情報提供の方法も検討していきます。 

観光案内所の窓口イメージ 情報コーナーイメージ 

多様な散策マップのイメージ 

〇 公園、施設等を含めて案内板等を適切に配置することや統一化等に努めます。 

千鳥ケ淵緑道案内地区サイン 千鳥ケ淵緑道誘導案内サイン 文化財サイン・標柱サイン 

※千代田区公共サインデザインマニュアルより 
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（３）皇居周辺地域の北に位置し、賑わいのある生活空間や社会活動空間として地域の人

たちが参加するまちづくりを進めて行きます 

 

① 地域の方々とともに、北の丸公園周辺の公共施設の維持管理及び利活用について

考えて行きます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 立地する各施設のそれぞれの活動を尊重し、また、連携します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北の丸公園周辺地域の方々の連携会議イメージ 

 

〇 北の丸公園周辺の主要施設を運営する方々や地域で活動・活躍する方々が集い、

意見交換できるまちづくりを目指します。 

北の丸公園周辺の新たなコンテンツの検討 

〇 魅力向上に向けたＰＲを相互推進するために、インターネット等を活用した新た

なコンテンツの利用等、方法の検討を進めます。 

〇 民間主導による施設の維持管理や利活用を進める上で大事になるのは関係者の協調

的な行動を促すことであり、併せて活動自体が良好な環境の形成、魅力向上といっ

た効果に加え、地域コミュニティにおいて関係者の対話と協働をもたらし、まちの

個性の構築、まちへの愛着と誇りの醸成、社会関係資本の形成に役立つものとなり

ます。 

〇 実現するための課題としては、関係者間の合意形成の困難さ、安定的な活動財源の

確保であり、財源についても管理委託費用や広告事業等からの収入、イベント収入

等の事業収益を進めることが望まれます。 

参考（一般社団法人淡路エリアマネジメント）：「淡路町を、神田を、もっと楽しいまちに」する

ため、組織の役割は、このまちに暮らす住民やワーカー、学生など、さまざまな人々の交流の機

会を作り、コミュニティをはぐくむお手伝いをすることです。 
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Ⅴ．１ 北の丸公園周辺地域構想図その１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 北の丸公園周辺地域は、江戸時代から明治、大正、昭和、平成と受け継がれた歴史、

自然に培われた地域の文化、魅力を守り、さらに育てます。 

□九段坂公園の再整備 

歴史的資源 

 

 

 

 

 

 

 

景観（眺望）環境保全 

常燈明台 品川弥二郎像 大山巌像 

千鳥ケ淵と桜 

□水辺環境の保全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千鳥ケ淵緑道の再整備 

（平成 20年度） 

□代官町通りの再整備イメージ 

水辺の散策路 

道路（車道） 

公園・緑地等 

建物 

建物（公共施設等） 

 

主な視点場 

主な公園への出入り
 

凡 例 

ランニングコース 

□内堀通りの拡幅整備 

 

 

 

 

 
 

内堀通りと清水濠 

□水辺の歩行空間の連続性の確保 

 

 

 

 

 

 

 
かがやきプラザオープン 

（平成 27年度） 

連携 

田安門 

清水門 

乾門 

北桔橋門 

東京国立近代美術館 
科学技術館 

日本武道館 

国立近代美術館
工芸館 

国立公文書館 

九段坂公園 
靖国神社 

昭和館 

九段会館 

かがやきプラザ 

千代田区役所 

観光案内所 
合同庁舎 

千鳥ケ淵 
ボート場 

千鳥ケ淵 
戦没者墓苑 

図 北の丸公園周辺における地域資源と整備課題 

北の丸公園 

田安門前交差点 

みたけ橋 
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北の丸公園周辺地域構想 

Ⅴ．２ 北の丸公園周辺地域構想図その２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 北の丸公園周辺地域の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北の丸公園周辺地域は、それぞれの立場や障害の有無、価値観や文化の違いを受け入れ、誰もが安

全・安心で快適に地域の魅力を享受できるようにします。 

主要交差点及びインフォ
メーション機能 

案内等の必要な主要施設 

公園・緑地等 拠点施設 

駅からのバリアフリー
歩行者動線 

水辺の歩行者動線（整備
予定区間） 

主な公園への出入り口 建物（公共施設） 

建物（催事可能施設） 

ランニングコース 

区分 重点エリア１ 重点エリア２ 

名 称 九段坂（靖国通り） 代官町通り 

概ねの区間 九段下駅から田安門前 竹橋駅から北桔橋前 

整備課題①

施設整備等 

〇九段下駅から田安門前までの連続し

たバリアフリールートを確保（区有

地の有効活用含む）します。 

〇北の丸公園から早稲田通り、靖国神

社前へのバリアフリールートを確保

（横断歩道橋のバリアフリー化や横

断歩道の設置など）します。 

〇横断歩道橋設置区間における歩道の

通行の円滑化を図ります。 

 

〇なお、靖国通り沿いの九段坂公園、

千鳥ケ淵までバリアフリーの歩行者

ネットワークを延伸し、人の溜まる

空間や休憩、イベント空間としての

利用を図ります。 

〇竹橋駅から北桔橋前までの連続した

バリアフリールートを確保します。 

〇北の丸公園から東御苑へのバリアフ

リールートを確保（横断歩道橋のバ

リアフリー化や横断歩道の設置な

ど）します。 

〇横断歩道橋設置区間における歩道の

通行の円滑化を図ります。 

 

〇なお、代官町通りは、皇居、千鳥ケ

淵の眺望や国立近代美術館、工芸館

など風格のある景観を楽しめる道路

であり、皇居周辺を訪れる観光客や

散策者が歩きたくなるような歩行空

間を創出していきます。 

整備課題② 

ソフト対策 

〇急な坂道の移動支援（電動車いす等

のモビリティの提供、ボランティア

等による介助など）を図ります。 

〇駅周辺における情報提供（周辺の主

要施設へのやさしい移動経路の案内

など）を図ります。 

〇ランナーと歩行者の通行の快適性の

確保（マナーアップとランナーの歩

行者の自然なすみわけなど）を図り

ます。 

〇駅周辺における情報提供（周辺の主

要施設へのやさしい移動経路の案内

など）を図ります。 

 

図 北の丸公園周辺地域における整備課題 

科学技術館 

靖国通り 

飯田橋駅から 

日本武道館 

北の丸公園 

田安門前交差点 

早
稲
田
通
り 

内
堀
通
り 

千
鳥
ケ
淵 

千鳥ケ淵戦 
没者墓苑 

国立近代美術館 
工芸館 

半蔵門駅から 

代官町通り 

皇 居 

ボート乗り場 

牛
ヶ
淵 

高射砲台跡 

重点エリア２ 

靖国神社 

市ヶ谷駅から 

九段下駅 

昭和館 九段坂公園 

千鳥ケ淵緑道 

九段会館 

竹橋駅から 

内堀通り 
清
水
濠 

清水門 

千代田区観光協会 

東御苑 

東京国立近代美術館 

国立公文書館 

乾門 

千代田区役所 

北桔橋門 

重点エリア 1 

田安門 

首都高速代官町料金所 
みたけ橋 
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